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農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

日本の美しい原風景

新緑の季節，私が二年間勤務した青森では，この時季の緑の美しさを「春もみじ」と称

し，新緑の季節にしか見られない緑の多彩さを多くの人が楽しんでいる。とくに，八甲田

山から十和田湖にかけての八甲田・十和田ゴールドラインの緑は素晴らしく，ブナの明る

い緑と残雪の白のコントラストが目に眩しい。厳しい冬から解き放たれた開放感に満ちて

いる。また，この季節の農村風景も同様に美しい。新緑の里山に抱かれ，水田の緑も色を

濃くしつつある。

新しい食料・農業・農村基本計画が策定される過程で，昨年12月10日の食料・農業・農

村政策審議会企画部会では農村の振興について議論がなされている。その議事録を読み返

してみると，会議の冒頭の部分で郡司副大臣が「『日本の美しい原風景』という言い方を

する場合に，その美しいということの裏側には，農業を初めとする生産活動というものが

きちんと行われているという中で美しいというものがあるのだろうというふうに思ってお

りまして・・(中略)・・やはりそこには人が住むという営みがある。そしてその住むとい

う営みというものは，所得があって，雇用があって，子どもを育てられるような集落が持

つ本来のいくつかの機能というものが備わっているということが大事な要件にもなってく

るのではないかなというふうに思っております。」と述べられている。

日本の美しい原風景は？と問われたら，日本のふるさとを描いてきた原田泰治さんの絵

画の世界を思い浮かべる。田んぼや畑，小川とあぜ道，そして元気な子供たちが登場する

中山間の暖かい風景。

４月に原田さんの故郷の諏訪市近郊を訪れた。山あいの村の田畑は傾斜地であるため区

画は小さく，とても大規模で効率的な農業生産が実現できるようなところではないが，き

れいに整備され，春の花が訪れる人のこころをなごませる。水が清らかに流れ，落ち着い

た村落の風景は，まさに「日本の美しい原風景」というべきものだろう。人々の暖かみが

あり，元気に子供たちが遊べるこのような環境は，たとえば「春もみじ」のような自然か

らの贈り物ではない。地域の人々が助け合い，生活を営んできた結果の風景である。した

がって，所得や雇用や集落機能がなくなれば，このような風景もなくなってしまう。

そのように考えると，岩盤政策の導入として評価できる戸別所得補償制度や新しい基本

計画に示された「農林水産業・農山漁村に関連する資源を活用した産業を新たな成長産業

にすることにより，６兆円規模の新産業を農山漁村地域に創出する」こと，中山間地域等

直接支払制度を予算措置から法律上の措置とすることの検討は，市場原理主義の実験に失

敗したわが国の社会・経済のあり方，地域社会の存続，暖かい日本の原風景の維持にとっ

て極めて重要な政策だと言える。

美しい自然の風景と同様に，我々が守り，後の世代に引き継いでいかなくてはならない

のは，美しく暖かい社会の風景である。都市と農山漁村との均衡と調和が図られ，農山漁

村地域で人々がいきいきと働く環境を創出できれば，農山村だけでなく寒々としたシャッ

ター通りと化した商店街も暖かさと美しい風景を取り戻せるはずである。

（（株）農林中金総合研究所 専務取締役　岡山信夫・おかやまのぶお）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2010年５月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・米国の作物収入保険における品目横断化の動き

・生活の足としてのコミュニティバス運行

――十津川村営バスの取組み――

・LLP（有限責任事業組合）を活用した漁協の市場統合

――沖縄県泊魚市場の事例――

・大旱魃下におけるオーストラリア米生産の縮小要因

――マランビジー川流域における灌漑水の割当と

水取引――

・生物多様性の保全で求められる民間参画

――生物多様性条約と地域における取組み――

【協同組合】

・加工・業務用野菜の動向とJAの取組事例

・乾しいたけと農協

・農地の有効利用と農協の役割

【組合金融】

・農協農業貸出伸長の今日的意義と課題

――地域社会農業と農協の役割(2)――

【国内経済金融】

・地域銀行のインターネットを通じたサービス提供

・金融機関に見るポイント制の活用の工夫

・住宅ローン返済と金融資産形成

・裾野が徐々に広がりを見せ始めた国内景気

――デフレ脱却が見通せるまで追加金融緩和観測が続く――

【海外経済金融】

・米国連邦預金保険公社の預金保険基金の動向

・欧州のソブリンCDSと金融規制をめぐる動向

・FRBは低金利政策維持を改めて表明

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。

みど
りくろ

最 新 情 報

トピックス

今月の経済・金融情勢（５月）
『解読・ＷＴＯ農業交渉』
『よくわかる経済金融ハンドブック』




